
「失われた二十年」と日本研究の未来

〈福島県富岡町の国道 6号〉
震災から約3年9ヵ月後、ようやく国道6号は全通した。しかし、放射能による大気汚染のために、帰還
困難地域では二輪車と歩行者は通行禁止。自動車も窓を開けることや停車することが禁じられる。
現在、この道路を使って汚染された土壌や瓦礫が搬入されている。（2015年1月4日、磯前礼子撮影）

〈瓦礫化した宮城県女川町〉
震災の約 1ヵ月半後、宮城県女川町の住宅地には津波で破壊された車両が積み重なる。近辺には
家族の写真アルバムやランドセルなどが散乱していた。（2011年 4月29日、磯前礼子撮影）
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〈奇跡の一本松〉
大震災から2年後のこの日、海岸から3キロ近く内陸の陸前高田のバス停に降り立った。一本松までは、
瓦礫と更地が広がるこの世のものならぬ風景が広がっていた。気温は-1 度、あの日もそれくらいだっ
たのであろう。（2013年 3月11日、倉本一宏 撮影、LEICA X-1）

〈おだづなよ津波！！〉
「おだづなよ」とは宮城県の方言で「ふざけるな」とか「いい加減にしろ」という意味。これを撮影した
のは宮城県松島町の土産物屋。松島町は島々が自然の防波堤の役割を果たし、近隣と比較すると
被害は少なかった。（2013年 3月10日、倉本一宏撮影、LEICA X-1）




